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１ 会  議  名 広報広聴委員会 

 

２ 日    時 平成３０年７月３０日（月）     １０時００分開議 

                   １１時４５分散会 

 

３ 場    所 第２委員会室 

 

４ 出 席 委 員 白石純一委員長、渡辺久治副委員長、西田数市委員、 

 竹原信一委員、仮屋園一徳委員、濵﨑國治委員 

 

５ 事務局職員 議事係 大漉 昭裕 

 

６ 会議に付した事件 

・議会だより第１９８号（平成３０年８月１５日発行）について 

・議員と語る会について 

 

７ 議事の経過概要 別紙のとおり 
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広報広聴委員会 ７月３０日（月）              開 議  １０時００分 

 

審査の経過概要 

 

白石純一委員長 

ただいまから、広報広聴委員会を開催いたします。 

本日は議会だより１９８号、８月１５日発刊の編集を行います。 

協議のため暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １０：０１～１１：１６） 

 

白石純一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

それでは、今回の議会だよりの決定事項として、表紙は「第２回定例会」を上に持っ

てきて、写真の説明を「西目小・尾崎小地引網体験学習の様子（高之口漁港にて）」と

します。あと、あくね市議会だよりの後ろに薄く色を入れます。 

次に２ページ目、タイトルに「議員提案」を吹き出しで入れて、「放射性廃棄物持込

み拒否条例制定を否決」、本文は「３月議会で議員提案され、継続審査となっていた放

射性廃棄物の持ち込みを拒否する条例制定を反対９、賛成６で否決しました」。予算の

ほうの鶴川内中学校での「昨年に続いての」を消す。基礎知識の補正予算の「追加」と

ころを「増減」に変更する。そして、「変更を行うための予算」とします。 

３ページ目、キャプションの「佐潟地区を臨む」の後の「。」は消す。あと一番下の

３行目、「全額返還」はもともとの原稿が色字になっていたのがなっていませんので、

これも色字にします。 

４ページ目、２段、３段、４段目の「主な内容」を「主な改正点」にします。総務文

教委員長報告で、一番下の段、「土地の購入に関する陳情書（旧国民宿舎付近の山

林）」、写真の複式学級の授業風景を委員長に確認します。 

５ページはなし、６ページの反対と賛成の背景の色をはっきりわかるようにします。 

７ページ、渡辺議員のタイトルの答弁ところ、「あらゆる手段で目標額達成を」。 

８ページ、岩﨑議員の一番最後、その他のところを四角に入れて「その他の質問」と

して「市長の政治姿勢について」、２段目消防団員の待遇改善の後、１行空けて、その

分１行削除を議員と協議します。西田議員のところは３段目の市長の答弁、「関係団体

との市長と語る会やイベント参加等を通じ」と最後を「努めたい」とします。 

９ページ、牟田議員のところも市長の答弁で「関係団体と協議を行い」を削って、

「現段階と比べ業務量も増加する見込みであることから」とし、写真の説明を本人にお

願いします。竹原議員のところは１段目の「組織運営の基本である」は削って、「格差

問題について」のあとに１行空ける。２段目の最後、「市長は国民・市民の生命・財産

を守る気はあるのか」を削って詰める。３段目の入札指名についての後を１行空けて、

財政課長の答弁として、「個別の契約、指名に関して相手の状況を把握するという形で

の訪問はしていない」とします。写真については新聞記事をそのまま写真で撮ったもの

をされたほうがいいのではないかという意見をお聞きいただいて、ちょっと調整いただ

ければと思います。 

１０ページ、山田議員の写真については本人と協議します。 

１１ページ、白石の１段目、副市長のところ、「想定外の状況であり、やむを得な

い」、張り紙の「貼り」は「張り」で、一番最後の白石の質問、真ん中ほど、「多い自

治体の工事実績が当初予算より１億３千万円低い」に変えて、一番最後の答弁は総務課

長です。 
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１２ページは写真のキャプションをより具体的にします。 

以上を修正事項といたしますが、今回の決定事項として以上で御異議ございませんで

しょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認め、そのように決しました。 

今回の修正等については校正し、業者に提出し、校正後の確認については委員長また

は副委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

異議なしと認め、そのように決しました。 

 

○議員と語る会について 

白石純一委員長 

それでは次の議題ですが、次に議員と語る会についてを議題といたします。 

別紙でレジュメと昨年度の資料等を手元に配付しておりますので、レジュメに沿って

進めたいと思いますが、ここで協議のため休憩に入ります。 

 

（休憩 １１：２２～１１：４３） 

 

白石純一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

議員と語る会につきましては、レジュメであるように、まず開催時期については１０

月２１日から２６日の間。対象者・対象区は今までのとおり。ただし、場所については

検討をすると。また、各種団体については、例えば外国人実習生であるとか、あるいは

実習生を受け入れている事業者とか、これまでになかった方々との、団体とも検討しま

す。議会からの報告としては、幾つか今後皆さんに考えてもらって、その中から全員協

議会に諮って決定をし、それについて意見交換をするとともに、今までかなりの時間を

とっていました市民からの要望、新しい要望についてはですね、ことし市長と語る会が

あったこともあって、もうすでにそこでも多くの要望が出ており、市からも回答をされ

ていると。それに基づいてその時間を減らすなりして、議会からの報告とのバランスを

考えると。班編成については、昨年３班でしたけれども、ことしも３班でよろしいでし

ょうかね。 

以上の方針で今後、進めていきたいと思いますが、それに御異議ございませんか。 

濵﨑國治委員 

あとは、日曜日開催をしてきたんだけど、その辺については全協等でちょっと意見を。 

白石純一委員長 

日曜日開催についても、今後の委員会、または全協で検討したいと思います。 

では、議事の３、その他について何かございますでしょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、以上で広報広聴委員会を散会いたします。 

 

（散 会  １１時４５分） 

                  広報広聴委員会委員長  白 石 純 一 


